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塞を併用した方法とで術後の虚血巣を Magnetic Resonance Imaging (MRI)で比較し、その
有用性を明らかにすることを目的とした。 
五日市記念病院において 2008年 4月から 2013年 11月までに CASを実施した 78例を対
象とした。症候性 22 例、無症候性 56 例、男性 69 例、女性 9 例で平均年齢は 75.4 歳(57
～86 歳)であった。CASの適応基準は症候性狭窄率 50％以上と無症候性狭窄率 80％以上の
症例とした。経年的に病変部より遠位の内頚動脈にフィルターを留置する方法(distal 
filter protection ; FP)から病変より近位の総頚動脈を閉塞させ、さらに遠位内頚動脈に
フィルターを留置する方法 (dual protection ; DP)に推移し虚血合併症予防を行った。FP














た。FP では 54.2％(13/24)、DP では 27.8％(15/54)の症例において DWI での新規高輝度が
認められた(p＝0.024)。また DWI での新規高輝度の平均数は FP では 1.75 個(0 から 6 個)
で、DP では 0.59(0 から 5 個)であった(p=0.0087)。一過性合併症は FP では 12.5％(3/24)
でみられ、DPでは 1.9％(1/54)でみられた(p=0.084)。永続性合併症は FPでは 4.2％(1/24)
でみられ、DP では 3.7％(2/54)でみられた(p=0.67)。以上より DWI における新規高輝度の
有無とその個数において DP では FP に比較して優位に減少していた。ただ、合併症の有無
では有意差は認められなかった。 
















用性を、術後の MRI DWI での新規高輝度の発生率低下から明らかにし、脳卒中診療におけ
る臨床的意義が高いと判断される。よって審査委員会委員全員は、本論文が申請者に博士
（医学）の学位を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
